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【手続補正書】
【提出日】平成22年1月28日(2010.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
（１）数平均分子量が５００～５０，０００のポリエチレンイミン（ａ）中のアミノ基に
数平均分子量が５００～５，０００のポリエチレングリコール（ｂ）が結合してなる化合
物（Ｘ）、または、
数平均分子量が５００～５０，０００のポリエチレンイミン（ａ）中のアミノ基に、数平
均分子量が５００～５，０００のポリエチレングリコール（ｂ）と、エポキシ樹脂（ｃ）
とが結合してなる化合物（Ｙ）の存在下、水性媒体中で、銀化合物を銀ナノ粒子（Ｚ）に
還元する工程、
（２）（１）で得られた、化合物（Ｘ）又は化合物（Ｙ）と、銀ナノ粒子（Ｚ）と、水性
媒体との混合物に有機溶剤を加え、その後濃縮する工程、
（３）（２）で得られた濃縮物を乾燥する工程
とを有することを特徴とする銀含有粉体の製造方法。
【請求項２】
前記（２）の工程で得られた濃縮物に、水を加えてから工程（３）の乾燥工程に供するも
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のである請求項１記載の銀含有粉体の製造方法
【請求項３】
前記（３）の乾燥工程が凍結乾燥である請求項１又は２記載の銀含有粉体の製造方法。
【請求項４】
数平均分子量が５００～５０，０００のポリエチレンイミン（ａ）中のアミノ基に数平均
分子量が５００～５，０００のポリエチレングリコール（ｂ）が結合してなる化合物（Ｘ
）、または、
数平均分子量が５００～５０，０００のポリエチレンイミン（ａ）中のアミノ基に、数平
均分子量が５００～５，０００のポリエチレングリコール（ｂ）と、エポキシ樹脂（ｃ）
とが結合してなる化合物（Ｙ）が、
透過型電子顕微鏡写真から求められる平均粒子径が２～５０ｎｍの銀ナノ粒子（Ｚ）の表
面を被覆してなる銀含有粉体であって、
該銀含有粉体中の銀含有率が９５質量％以上であることを特徴とする銀含有粉体。
【請求項５】
示差走査熱量測定で求められる融点が１００～２００℃の範囲である請求項４記載の銀含
有粉体。
【請求項６】
前記銀含有粉体が、乾燥状態では凝集しており、且つ溶剤（Ｉ）の存在下では分散するも
のである請求項４または５記載の銀含有粉体。
【請求項７】
前記溶剤（Ｉ）が、ヒドロキシ基含有溶剤である請求項６記載の銀含有粉体。
【請求項８】
請求項４～７の何れか一項に記載の銀含有粉体を溶剤（Ｉ）に分散させてなることを特徴
とする銀含有粉体の分散液。
【請求項９】
銀含有粉体の濃度が２０～６０質量％である請求項８記載の銀含有粉体の分散液。
【請求項１０】
請求項４～７の何れか一項に記載の銀含有粉体を用いて得られることを特徴とする導電性
ペースト。
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